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令和7年8月中の       ※暫定値
事件（刑法犯）　件数　 2件
交通事故
　人身事故　　件数　 1件
　死　　者　　人数　 0人
　負 傷 者　　人数　 2人
　物損事故　　件数　 39件

令和7年8月中の寄付金
　件数 439件
　金額 1279万1580円
令和7年度合計
　件数 1649件
　金額 4903万1280円
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令和7年9月1日現在
※カッコ内は先月との比較
世帯 4,813戸 （ －1）
人口    10,608人 （ －15）
　　男 5,142人 （ －13）
　　女 5,466人 （    －2）
令和7年8月中の
 転入   16人     転出  19人  
　出生     3人     死亡  15人

￥
9月の納期限
町県民　固定資産　軽自動車
国保　介護　後期高齢者
上（下）水道　簡易水道
下水道受益者負担金

　エイサーは、沖縄の旧盆に行う先
祖供養として踊る伝統芸能で、いわ
ば盆踊りのようなものです。
　起源は所説ありますが、1603年
から1606年にかけ、浄土宋の「袋
中上人」が伝えた仏典を踊りながら
唱える"念仏踊り"が、沖縄独自の仏
典踊り”エイサー”へと発展したとい
う説や500年以上前の「李朝実録」
のなかに那覇の記録として残って
いることから、そのころが始まりだ
という説もあるようです。
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【広げよう「里親」の輪】 10月は里親月間です
　さまざまな理由で保護者と暮らすことができなくなったこどもの
ために、「里親制度」があります。
　一定期間、里親の家庭でこどもが暮らすことができ、こどもの個性
に合った生活を送ることができます。
　いま、日本には親と離れて暮らすこどもたちが約4万2千人います。
「里親制度」は、そうしたこどもを自分の家庭に迎えいれ、必要な生活
費や養育に関する相談など、さまざまなサポートを受けながら育てる
制度です。

こども家庭庁「里親制度」サイト
こどもまんなか

https://satooyanowa.jp/
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一生に一度は肝炎ウイルス検診を受けましょう
　9月15日から12月14日までの3カ月間、宮崎交通バス1台の車内と車外
（横・後部）に「肝炎ウイルス検査受検促進」の広告を掲示し、高千穂地区内を
走行します。
　肝炎ウイルス検査を今までに受けたことがない方は、一度受検してみるこ
とをお勧めします。　
ウイルス性肝炎ってどんな病気？
　肝炎は、肝臓の細胞が破壊され、肝臓に炎症が起きる病気です。
　日本では、ウイルス性肝炎が大半を占め、特にB型・C型肝炎ウイルスは感
染者数が250万人以上にのぼる国内最大の感染症といわれています。
　肝臓は「沈黙の臓器」といわれ、熱や痛みなどの症状はほとんどなく、気付
かないうちに肝硬変や肝がんに進行することがあります。
一生に１度は肝炎ウイルス検診を受けましょう！
　早期発見・早期治療のためには、検診を受けることが大切です。また、肝炎
に感染していても早期治療で重症化を防ぐことができます。
　保健福祉総合センター　健康づくり係　　73-1717

9月から第2子の保育料が軽
減されます

　町では、子育て世帯の経済的負
担を減らし、子育てしやすい環境を
つくるため、9月から第2子の保育
料を軽減します。
対象者　町内に住所を有する0歳
～2歳児までの第2子。ただし、2人
以上が保育園等に在籍している場
合のみ。
対象額　保育料の1/2（現行）負担
から1/4への負担になります。
手続き　不要
※3歳児以上の保育料は、既に無
償化となっています。
　福祉保険課　児童福祉係
　73-1202

9月から10月は「行政相談月
間」です
　総務省では、行政相談制度を広
く国民に周知し、利用していただく
ために9月から10月までの2カ月
間を「行政相談月間」と定め、広報
活動や相談所の開設を集中的に行
います。
　国などの役所の仕事について、
①苦情や困っていることがある
②相談をしてみたが、説明に納得
がいかない
③制度や仕組みが分からない
④どこに相談したらよいか分から
ない
などのお困りごとがありましたら、
行政相談員にご相談ください。
日時　10月15日(水)9時～12時
場所　天岩戸出張所
相談委員　田尻 成子 委員
　役場総務課　行政係
　73-1200
　総務省行政相談センター　きく
みみ宮崎
　0985-24-3370

10月の「『3連休』集中相談会」
について

　宮崎県労働委員会では、労働者と
使用者との間に生じた職場のトラブ
ル（解雇、休日・休暇、パワハラ等）の
相談を随時、秘密厳守・無料で応じて
おり、以下の期間は、「『3連休』集中
相談会」とし、相談をお受けします。
期間　10月11日㈯~13日（月・祝）
受付時間　9時～12時、13時~17時
対象者　県内の事業所に勤務する
労働者及び県内に所在する使用者
相談方法　電話、面談（要予約）、
FAX、メール（労働委員会ホームペ
ージの専用フォーム）
　また、10月20日㈪は、労働委員会
委員（弁護士や社会保険労務士な
ど）による面談を実施します。
面談時間　14時30分~15時30分
※面談には予約が必要です。
　詳しくは、宮崎県労働委員のホー
ムページをご覧ください。
　宮崎県労働委員会事務局
　働くあんしんサポートダイヤル　
　0985-26-7538（相談専用）
　0985-20-2715

令和7年度「全国労働衛生週
間」について

　宮崎労働局では、令和5年度から
「宮崎労働局第14次労働災害防止
推進計画」をスタートさせ、本計画
において８つの重点項目を定め、労
働災害防止対策を進めています。
　労働者の健康確保を図るために
は、各事業場が必要な安全衛生情
報を収集し、労働衛生活動を推進
するとともに、労働者自らも職場の
健康管理活動の中から自身の健康
状況の把握と改善に努めることが
重要です。
　それぞれの職場で、労働衛生の
意識高揚を図り、自主的な労働衛
生管理活動を進め、誰もが安心し
て健康に働ける職場環境を築きま
しょう。
スローガン「ワーク・ライフ・バラン
スに意識を向けて　ストレスチェッ
クで健康職場」
期間　10月1日㈬～10月7日㈫
※9月1日㈪~30日㈫は準備期間
　宮崎労働局労働基準部健康安全課
　0985-38-8835

　問合わせ先　　申込み先
ⓘ インフォメーション


